
 

－12－ 

 

高津高校ハンドボール部の追憶 

高校７期 (1955年卒)  榎本 秀一郎 

 

卒業して何年経ったかな？ 数えてみる

と約６０年過ぎたことになる。私も７８歳

「エライ オジン」になったもんだと痛感

している。今、思い起こせば色々運動部が

あった中で、何があってハンドボール部に

入ったのか、思い出そうとしてもボケたの

か余り記憶に残ってはいない。確か 1 年上

に天王寺中学の先輩がいたからか？としか

思えない。同学年では同じクラスだった松

田君をはじめ、津田君、宮崎君、広田君、

鑓君、中西君、堀尾君、遅れて入部した村

上君達が一緒だったと思う。2 年生には中

上さん、和泉さん、北中さん、山中さん、

岡部さんの諸先輩、3 年生には額田さん、

芝田さん、樽本さん等の諸先輩がおられた

ことを記憶している。昭和２７年、当時の

大阪では全国高校準優勝校の豊中高校をは

じめ、北野高校、天王寺高校、三国丘高校、

岸和田高校等が１ランク上のレベル校。同

レベルでは八尾高校、住吉高校等であった。 

高津高校は大阪大会でベスト８が最高だ

ったと思う。試合は１１人制。何しろ戦術

もない我流。小生と松田君、堀尾君は FW。

颯爽とはいえず田植えのような格好でボー

ルを持ち回るため、GKの津田君、BKの広

田君、宮崎君からは「ボールを回せ!!」と怒

鳴る声が聞こえるが、パスを回すにも相手

がいない。連携プレーがままならない弱い

チームであった。しかし、後輩に宮山君、

丸山君、西田君、大賀君、辻本君等が入り、

戦力が強化されたので、上を目指そうと学

校の教室で合宿したり、下寺町のお寺を借

りて米持参で合宿したこともあった。実の

ところ、遊びが大半であったと思う。最大

の悩みは、練習するにも試合するにもメン

バーを揃えるのに大変苦労したことを憶え

ている。度々、試合の人数が欠けるので、

小生の中学時代からの友人 村上君を「小

学時代から柔道をしていた」というので勧

誘したところ、初日の練習に出て来た格好

を見て全員「アングリ」その出で立ちたる

や練習用半パンツの下に厚手のラクダのパ

ッチをはいて走って？来るではないか。顔

は真面目。走りはパッチを引きずってモタ

モタ。全員、大笑いした。在籍中のエピソ

ードは色々あるが、今でも記憶の中で鮮明

に残っているのが高津高校ハンドボール部

ＯＢとして、現役に対する猛練習ではなか

ったかと思っている。高津高校を卒業し、

津田君と関西学院大学に入学したというよ

り、ハンドボール部へ入学したといった方

が当てはまると思う。驚いたことに入部

早々、かつて経験したことのない反叶をは

くほどの猛練習、罵倒、耐える辛さ、逃げ

たい気持ち等が交錯する中で、高校時代の

生温かさを嫌というほど味わった。ヨーシ

母校を強くしよう!! 強くなって勝ち味を

身につけさせようと思い、津田君と二人三

脚でスタートしたのが後に「赤鬼、青鬼」

とあだ名をつけられた猛練習でした。何し

ろ大学の練習を急に持ち込んだのでハード

なものでした。練習でボールをブッツける。

尻を蹴るのは日常茶飯事。スパルタ練習、

真最中。今の時代では傷害、暴行の罪にな

りかねないが、当時としてはこれが通常の

練習。夏の合宿では GK の石崎君がパンチ
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ングする練習のため、足にヒモを付けられ、

引っ張られる姿を全員が見ているその陰で

ソッと彼の母親が見に来ていたとか－－－

－全員、良く頑張ってくれたと思っていま

す。今では恐ろしくて出来ません。嫌われ

てながらも、母校のレベルアップに寄与で

きたと思っています。二人で酒を飲むと当

時の話が出ます。正に歳をとった証かも知

れません。少し長くなりますが、今は亡き

浅野君のことを申し上げたいと思います。

彼とは家がごく近所で練習の後、一緒に帰

ったりしていましたが、必ず練習が厳しか

った時は、顔を合わせないよう遠回りして

帰ったものです。それを知って家の前で待

ち伏せし、顔を見た時のバツの悪そうな顔

は今でも浮かびます。京都大学を卒業し、

東京銀行の出世街道を走っていた或る日、

茨木カンツリー倶楽部で呼び止められ、誰

かと思えば浅野君、久し振りの再会で紹介

されたのが東京銀行の頭取、その頭取から

何と「浅野君を今、ロンドンの支店長に内

示したところだ」と聞かされ、感動したこ

とを憶えております。ガッツのあった後輩

の皆さん達はそれぞれ各分野で素晴らしい

社会人として活躍されたり、また、現役と

して活躍中の方も多々おられるでしょう。

その礎は間違いなく高津高校にあると思い

ます。今はＯＢ会の一員として出席し、（欠

席も多々）懐かしい顔を合わせ昔話をする

のが楽しい年になりました。最後に高津高

校ハンドボール部が過去から未来へと繋が

っていく歴史は、尊いものだと思います。

これからもバトンタッチを受ける若者が途

切れないことを、切に乞い願う次第です。 

 

 

全日本室内ハンドボール選手権大会 (1956年 12月 於 名古屋)  

 高津クラブ (関学と混成チーム: ７人制最初の促成チーム公式戦) 

松田, 橋本, 山中, 芝田,   榎本, 宮地, 丸山, 津田, 藤原, 市場  
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